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２．ＪＡおおいた について
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３．ＪＡおおいたＧＡＰ研究会 について

４．課題とこれまでの取り組み について

１．大分県 について

組織・指導体制とＰＲの強化



１．大分県 について

山 間 地：約40％
中山間地：約40％
平 坦 地：約20%

・標高０ｍから１０００ｍ近くまで耕地が分布

・耕地面積の約７０％が中山間地

・森林面積が県土の７１％



２．ＪＡおおいた について

► 2008年（平成20年） 6月 1日 大分県内16ＪＡが合併して組成
► 2010年（平成22年） 9月 1日 1ＪＡが合併
► 2021年（令和 3年） 4月 1日 2ＪＡが合併

合併以来、旧ＪＡ単位から6エリアの運営体制に変遷
2022年（令和4年）10月から
・金融共済・生活部門は本店と支店・事業所が直結
・営農経済部門（一部管理部門）は、営農経済センターとして、

6エリアで運営

組合員数 100,905人 職員数 1,795人

販売品販売高 34,980百万円 購買品供給高 18,343百万円

貯金残高 564,728百万円 長期共済保有高 1,621,068百万円

（2025年3月末）



３．ＪＡおおいたＧＡＰ研究会 について

【認証の状況】
・会員数：１６1農場
・品目数：２１品目
・支部：１３支部
・農産物取扱施設：15施設

（補完施設：4施設）

ＪＡおおいたＧＡＰ研究会は、ＧＡＰ認証の取得に取り組む生産者
の組織で、ＪＧＡＰの団体認証を受けています。

ＪＡおおいたは、「ＪＡおおいたＧＡＰ研究会」の事務局（内部監査
を含む）として会員（生産者）のＪＧＡＰ認証の取得・維持を支援して
います。
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（2025年4月1日）



３．ＪＡおおいたＧＡＰ研究会 について

（１）経緯・これまでの取り組み

年度 取り組み事項 年度 取り組み事項

2011 ＧＡＰ認証の準備開始（6月） 2019 2品目追加 （166農場）

2012 いちご部会 ＪＧＡＰ認証取得（10月） 2020 1品目追加 （178農場）

2013 みつば部会・柑橘部会 ＪＧＡＰ認証取得（2月） 2021 「研究部」設置 （166農場）

2015 「ＪＡおおいたＧＡＰ研究会」設立（9月） 2022 2品目追加 （172農場）

ＪＡおおいたＧＡＰ研究会 ＪＧＡＰ認証取得 2023 （166農場）

2017 3品目追加 （66農場） 2024 （161農場）

2018 4品目追加 （160農場）

年度 項 目

2016 ＧＡＰ普及大賞 受賞

2017 大分県農業賞 最優秀賞 受賞

農林水産省「未来につながる持続可能な農業推進コンクール『ＧＡＰ部門 団体部』」生産局長賞 受賞

各種受賞歴



（２）現在の体制

３．ＪＡおおいたＧＡＰ研究会 について

本店事務局

委 員

会 計

副会長

会 長

支部長

エリア事務局

支部（品目）担当

内部監査責任部署
監 事

研究部

支 部 農産物取扱施設

事務局・内部監査（ＪＡおおいた）会員の体制

全体（１）

支部（１3）

エリア（６）

（令和7年4月）



生産者にとっての課題

４．課題とこれまでの取り組み

① 手間がかかる

② 金銭的な負担

③ 基準書に則った記録が必要

④ （費用や作業を）負担するだけで効果が出ない

⑤ 部会内で全員が取り組まなければ意味がない

⑥ メリットが見えない

（「脱退届『脱退理由』」から抜粋）



４．課題とこれまでの取り組み
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（１）機能・役割に関する課題

（２）生産者に関する課題

（３）指導員に関する課題

「役割分担表」はあるものの、基準書に
無いそれぞれの機能・役割が不明確

ＧＡＰに対する認識と理解が必要

内部監査への対応が困難

指導員の資質に差がある

①

①

①

②

課 題

（4）販売に関する課題
② 認証農産物のＰＲ

① 販売でのメリットに繋がっていない

② 取り組み・様式に負担感がある



① 基準書に無いそれぞれの機能・役割が不明確

４．課題とこれまでの取り組み

► 「役割分担表」の見直し

► 「規約」を改正し、それぞれの機能・役割を明確化

► 2022基準への移行に合わせ、基準書の内容の一部を「規約」に反映

（１） 機能・役割に関する課題



① ＧＡＰに対する認識と理解が必要 
② 取り組み・様式に負担感がある

４．課題とこれまでの取り組み

► 日常的指導の導入

⇒営農指導の際にＧＡＰの基準を踏まえた指導の実施
⇒エリア事務局・支部（品目）担当者の活動報告を徹底

► 「団体管理マニュアル」の見直し

⇒類似項目を集約し項目数の削減と様式の見直し

（2） 生産者に関する課題



① 内部監査への対応が困難

② 指導員の資質に差がある

４．課題とこれまでの取り組み

► ＪＧＡＰ指導員の増員

⇒配置基準を策定し、エリア別配置人数を提示
 基礎研修に14名、団体認証研修に10名が参加し指導員資格取得

► 内部監査時の質問方法（話法）

⇒基本的な質問話法の研修会を実施（県主催・課題解決研修）

► 5Sやムダの排除等に関する指導力の向上

⇒トヨタ式現場カイゼン研修の開催（県と共催）

（3）指導員に関する課題 



① 販売でのメリットに繋がっていない

② 認証農産物のＰＲ

４．課題とこれまでの取り組み

► 日本農業新聞への寄稿

⇒ これまで13回寄稿し、全国版・九州版・大分県版に掲載

► 職場報への掲載

⇒ 全職員向けのインフォメーションでＧＡＰの取り組みを紹介

► 消費者等の認知度向上 （知らなければニーズは生まれない）

大分県農林水産祭での『ＧＡＰ・ＰＲブース』の設置
⇒ パネル・リーフレットを作成して掲示・配付

ＪＧＡＰ認証農産物が当たるクイズとゲーム・抽選を実施

（４） 販売に関する課題



⇒ 大分県農林水産祭「ＧＡＰ紹介ブース」

４．課題とこれまでの取り組み
消費者等へのＰＲ



男性
女性

男性女性

知っていた

知らなかった

ＧＡＰ認証制度の認知度
（大分県農林水産祭2025ＧＡＰ紹介ブースアンケート結果による）

知っていた

18.1%
知らなかった

8１.9%

Q:これまで農産物
のＧＡＰ認証制度を
ご存知でしたか？



４．課題とこれまでの取り組み

⇒ みのりみのる「トマトメニューフェア」

消費者等へのＰＲ



実施

改良 見直し

取
り
組
み
を
よ
り
効
果
的
に

ちゃんとしている生産者にメリットを実感してもらえるよう



ご清聴ありがとうございました
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